
ま
ち
の
背
後
に
そ
び
え
る
シ
ン
ボ
ル

　
日
本
百
名
山
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
、

西
日
本
最
高
峰
の
石
鎚
山
を
中
心
に
、

愛
媛
県
と
高
知
県
の
県
境
に
沿
っ
て
東

西
約
60
㎞
に
広
が
る
石
鎚
山
系
。
標
高

1
5
0
0
m
以
上
の
山
々
が
20
座
以
上

も
連
な
る
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
素

晴
ら
し
い
景
観
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

登
山
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
楽
し
み
に
、

年
間
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

　
多
く
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い
る
石
鎚

山
系
で
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
草
刈
り

窓を開ければ、雄大に佇
たたず

む石鎚山系。今回の特集
では、山々を守り、その
魅力を伝える人々に迫り
ます。この素晴らしい自
然を少しでも身近に感じ、
足を運んでみてください。

山
が
呼
ん
で
い
る

〜
石
鎚
山
系
と
と
も
に
生
き
て
い
く
〜
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や
登
山
道
修
繕
の
ほ
か
、
希
少
植
物
の

保
護
、
獣
害
対
策
、
施
設
の
維
持
管
理

な
ど
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
取

り
組
み
、
活
動
し
て
い
ま
す
。
維
持
管

理
に
は
多
く
の
人
手
や
お
金
が
必
要
で

す
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
高
齢
化
、
寄

付
金
の
減
少
な
ど
課
題
は
山
積
み
。
娯

楽
の
多
様
化
な
ど
に
よ
っ
て
自
然
に
触

れ
る
機
会
が
減
り
、
西
条
市
に
住
ん
で

い
て
も
関
心
が
な
い
、
行
っ
た
こ
と
が

な
い
方
が
増
え
て
い
る
と
い
う
声
も
聞

か
れ
ま
す
。

　
身
近
に
あ
る
素
晴
ら
し
い
自
然
に
触

れ
て
、
楽
し
ん
で
み
て
ほ
し
い
。
こ
れ

か
ら
も
人
々
に
愛
さ
れ
る
ふ
る
さ
と
の

山
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思
い
で

活
動
を
続
け
て
い
る
人
た
ち
の
お
か
げ

で
、
私
た
ち
は
石
鎚
山
系
の
自
然
を
存

分
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

石鎚山系の解説か
らアクティビティ
など、幅広い情報
を掲載しています。
山系を知るなら、
ここをチェック！

伊予富士山頂から。中央一番奥が石鎚山

石鎚山系
公式WEBサイト
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山
好
き
た
ち
で
山
を
守
る

　
全
国
的
に
山
で
の
遭
難
事
故
が
相
次

い
だ
1
9
9
8
年
こ
ろ
。
石
鎚
山
系
も

例
外
で
は
な
く
、
地
元
の
登
山
愛
好
家

た
ち
は
危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
し
た
。

「
標
識
の
方
向
が
ず
れ
て
い
た
り
、
道

が
荒
れ
て
い
た
り
す
る
と
遭
難
に
つ
な

が
り
ま
す
。
瓶
ケ
森
の
白
石
小
屋
に
集

ま
り
よ
る
人
ら
が
中
心
に
な
っ
て
、
地

図
に
載
っ
て
い
る
道
は
自
分
ら
が
整
備

し
て
い
か
な
い
か
ん
と
い
う
こ
と
で
、

山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
N
e
t
w
o
r
k

が
結
成
さ
れ
ま
し
た
」。

　
25
年
前
か
ら
続
く
春
と
秋
の
登
山
道

整
備
は
、
今
年
で
47
回
目
を
数
え
、
石

鎚
山
の
二
の
鎖
元
に
あ
る
公
衆
ト
イ
レ

休
憩
所
の
維
持
管
理
、
土
小
屋
テ
ラ
ス

で
の
登
山
情
報
の
提
供
や
安
全
登
山
指

導
な
ど
も
行
い
ま
す
。「
ト
イ
レ
の
維

持
管
理
は
週
２
回
、
メ
ン
バ
ー
が
入
れ

替
わ
り
で
山
に
登
り
行
っ
て
い
ま
す
。

し
尿
を
分
解
す
る
バ
イ
オ
ト
イ
レ
で
す

が
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
分
解
で

き
ず
一
緒
に
捨
て
ら
れ
な
い
た
め
、
分

別
さ
れ
た
紙
は
全
て
私
た
ち
が
持
っ
て

帰
り
ま
す
。
ト
イ
レ
・
休
憩
所
の
掃
除

や
備
品
の
補
充
、
施
設
の
傷
み
具
合
の

報
告
な
ど
、
日
本
一
美
し
い
山
の
ト
イ

レ
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
」。

NPO法人山のボランティアNetwork
事務局長

今治市在住。69歳。メンバー24人を
率いる。27歳のとき、妻と登った冬
の石鎚山の幻想的な風景に魅了され
る。それ以来全国の山々を登りなが
ら、石鎚山系などで登山道整備や自
然保護活動を続けている

渡辺 二
に た か

孝さん
１_トイレ清掃は洗剤が使えないため、
なかなか汚れが落ちないそう　２_周
辺の特定外来種の植物を見つけ除去　
３､４､５_年２回の登山道整備。各々
草刈り機や熊手を手に、役割分担しな
がら行う　６､７_登山道整備の研修
を実施。整備には特殊な技術が必要。
熟練の技を次の世代へつないでいく

１

２３
４

詳細は▼

自然を楽しむ。その先に
本格的な登山シーズンを迎え、多くの人が訪れる石鎚山系。
雄大な自然の中で登山を楽しめる環境の裏には、石鎚を愛する
人たちの並々ならぬ努力がありました。
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何
気
な
く
歩
い
て
い
る
登
山
道
や
誰
も

が
使
う
山
の
ト
イ
レ
は
、
こ
う
い
っ
た

人
た
ち
の
積
み
重
ね
の
お
か
げ
で
、
快

適
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

活
動
を
次
の
世
代
へ

　
年
２
回
の
登
山
道
整
備
に
は
毎
回
50

人
ほ
ど
が
集
ま
り
ま
す
が
、
整
備
で
き

る
エ
リ
ア
は
ご
く
一
部
。「
石
鎚
山
系

は
広
い
。
他
の
団
体
や
行
政
と
も
連
携

し
な
が
ら
活
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
一
つ
核
と
な
る
団
体
を
作
っ
て
、

手
を
つ
な
い
で
い
け
た
ら
と
い
う
思
い

か
ら
、
昨
年
N
P
O
法
人
化
。
活
動
が

途
絶
え
な
い
よ
う
、
後
継
者
へ
バ
ト
ン

渡
し
た
い
」
と
大
好
き
な
山
を
守
っ
て

い
く
た
め
の
展
望
を
語
り
ま
す
。

　
登
山
道
整
備
の
参
加
者
か
ら
は
、

「
普
段
自
分
が
歩
き
よ
る
と
こ
ろ
は
、

こ
う
や
っ
て
維
持
さ
れ
よ
ん
や
ね
。
す

ご
く
新
鮮
で
気
持
ち
が
い
い
」、
そ
ん

な
声
が
聞
か
れ
る
そ
う
で
す
。「
登
山

道
整
備
は
自
然
に
親
し
む
き
っ
か
け
に

も
。
山
頂
に
立
つ
爽
快
感
だ
け
で
な
く
、

花
や
鳥
を
見
た
り
、
ブ
ナ
林
の
中
を
歩

い
た
り
、
せ
っ
か
く
の
石
鎚
山
系
の
自

然
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
ぜ
ひ
一
度
参

加
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」。
ま
ず

は
関
心
を
持
っ
て
自
然
に
触
れ
て
楽
し

ん
で
み
る
。
そ
う
す
る
内
に
、
自
然
を

守
る
と
い
う
意
識
に
つ
な
が
っ
て
い
く

と
渡
辺
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　石鎚山の快適な登山環境の整備には、毎
年多額の費用が必要です。活動資金の７
割を占める皆さんからのトイレ利用協力
金（トイレチップ）や寄付金が年々減少傾
向にあり、維持管理が難しくなっています。
皆さんに長く愛される石鎚山であるために、
環境保全応援団への加入（ご寄付）やトイ
レチップのご協力をお願いします。

▶整備・環境保全に使われます
〇二ノ鎖下にある石鎚山公衆トイレ休憩所
　の維持管理
〇土小屋登山ルートの修繕
〇登山利用者へのマナー啓発

●環境保全応援団へ加入（ご寄付）
〇企業・団体　一口３万円（１年）
〇個人　一口１万円（１年）
※ 加入者にはトイレクーポン券（12枚綴り）
の返礼あり

●トイレを使ったらチップを！
　利用の際は協力金100円をお願いします。

▶問合せ
石鎚山クリーンアップ協議会事務局
（市庁舎新館２階　観光振興課内）
℡0897－52－1690
Eﾒｰﾙ：kanko@saijo-city.jp

◀
昨
年
、
ト
イ
レ
の
壁
面
を
塗
り
替
え

◀
ト
イ
レ
チ
ッ
プ
（
１
０
０
円
）
は

　ト
イ
レ
横
の
投
入
箱
へ

７
５６

申込は▼

石鎚山のきれいな環境を
みんなで守ろう！
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や
っ
ぱ
り
自
然
っ
て
い
い
よ
ね

　「
よ
く
他
県
か
ら
来
た
人
に
は
、『
い

い
山
で
す
ね
』
っ
て
言
わ
れ
ま
す
。
そ

ん
な
に
大
き
い
山
じ
ゃ
な
い
ん
だ
け
ど
、

全
て
の
要
素
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
濃
縮
さ

れ
て
る
か
ら
、
自
然
や
山
の
良
さ
を
短

時
間
で
体
験
で
き
る
。
日
帰
り
で
も
い

ろ
ん
な
経
験
が
で
き
ま
す
よ
」
と
話
す

曽
我
部
英
司
さ
ん
。
標
高
差
が
激
し
い

こ
と
で
気
温
差
も
大
き
い
石
鎚
山
で
は
、

ふ
も
と
か
ら
歩
く
と
四
国
か
ら
東
北
地

方
ま
で
の
植
生
が
あ
り
、
貴
重
な
動
植

物
の
宝
庫
で
す
。
そ
の
魅
力
に
気
付
い

た
の
は
、
自
然
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に

成
就
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
園
地
を
案
内
し
て

も
ら
っ
た
と
き
。「
20
年
以
上
成
就
社

ま
で
通
っ
て
い
た
け
ど
、
僕
に
と
っ
て

そ
れ
ま
で
単
な
る
通
勤
路
で
し
か
な
か

っ
た
。
も
っ
た
い
な
い
こ
と
し
て
た
な

っ
て
」。
身
近
に
あ
る
自
然
の
素
晴
ら

し
さ
を
も
っ
と
広
め
た
い
と
の
思
い
か

ら
、
団
体
設
立
へ
と
至
り
ま
し
た
。

　
曽
我
部
さ
ん
は
「
疲
れ
た
と
き
は
、

自
然
に
入
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
で
登
っ
て
く
る
だ
け
で
も
空

気
が
全
然
違
う
。
普
段
の
生
活
で
ま
と

っ
た
鎧
の
よ
う
な
も
の
が
取
れ
て
、
心

が
軽
く
な
り
ま
す
よ
。
自
然
の
中
で
は
、

格
好
つ
け
る
必
要
が
な
い
で
す
か
ら
」。

身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
山
に

　
少
し
で
も
自
然
に
足
を
踏
み
入
れ
て

も
ら
お
う
と
、
成
就
地
区
で
の
自
然
観

察
会
（
８
月
と
２
月
に
開
催
）
や
通
年

開
催
の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
（
お
山
の
案
内

人
）、
森
林
保
全
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
成
就
社
に
あ
る
倉
庫
の
シ

ャ
ッ
タ
ー
に
描
か
れ
た
に
ぎ
や
か
な
絵

は
、
県
内
高
校
の
美
術
部
に
声
を
掛
け

て
描
い
て
も
ら
っ
た
も
の
。「
最
近
は

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
幅
が
広
が
っ
て
、

簡
単
に
は
人
が
集
ま
ら
な
い
。
こ
れ
か

ら
森
林
保
全
な
ど
を
継
続
し
て
行
っ
て

い
く
に
は
、
や
は
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

人
手
が
必
要
。
そ
こ
に
楽
し
み
や
喜
び

を
見
出
す
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
、
輪

を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」。

　
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
曽
我
部
さ
ん
の

思
い
は
、
次
代
へ
引
き
継
が
れ
ま
す
。

「
山
っ
て
し
ん
ど
い
、
厳
し
い
っ
て
い

う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
石
鎚
山
に
は
色
ん
な
側
面
が
あ
っ

て
、
私
た
ち
を
包
み
込
ん
で
く
れ
る
よ
、

も
っ
と
身
近
な
存
在
な
ん
だ
よ
っ
て
、

そ
ん
な
風
に
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
、
十
亀
雅
史
さ
ん
は
優
し
い
ま
な
ざ

し
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

NPO法人石鎚森の学校
現事務局長

今年３月から事務局長に就
任。団体の活動には昨年か
ら参加。前事務局長やメン
バーの思いを引き継ぎ、と
もに活動を続けていけるよ
う団体の在り方を模索中

十亀 雅
まさふみ

史さん

NPO法人石鎚森の学校
前事務局長

18年前、成就地区の自然の素
晴らしさに感銘を受け団体を
設立。本業の石鎚神社職員の
傍ら、多くの人に石鎚山の魅
力を伝えようと活動を続けて
きた。２月で事務局長を退任

曽我部 英
ひ で し

司さん

詳細は▼

身
近
な
自
然
の

面
白
さ
を
伝
え
る

石
鎚
森
の
学
校
は
、「
石
鎚
の
森
に
学
ぼ
う
、
愉
し
も
う
、
そ
し
て

命
を
輝
か
そ
う
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
石
鎚
山
の
魅
力
や
楽
し

さ
を
伝
え
よ
う
と
、
団
体
や
地
域
の
枠
を
超
え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
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　石鎚山は、太古の昔より「神います
山」と崇められ、修験道の祖といわれ
る役

えんのぎょうじゃ

行者によって、約1340年前に開山
されたといわれています。それ以来お
山そのものを神（神体山）として仰ぎ、
登拝する石鎚信仰が広まりました。登
拝するだけでなく、漁師が方角の目印
にしたり、農家が山の雪の解け具合を
見て植物の種をまいたりと、西条の
人々はこのお山とともに生きてきまし
た。また、その神々しく雄々しい姿は、
日々の暮らしの中の支え、寄りどころ

であったのではないかと思います。
　ただ高いからというだけでなく、神
様がおられること、1000年以上ずっと
祈りや感謝を捧げるために、あの参道
を通って何十、何百万人という人がお
参りされてきたことから、何か不思議
な感覚を感じるという方も多くいらっ
しゃいます。ふるさと西条のお山です
から、ぜひ一度お登りになって、神様
にお近づきになってください。あなた
のご先祖様もその景色を見ていたかも
しれませんよ。

石鎚神社

武智 正
ま さ と

人宮司

１_お山開き案内人の様子　２_森林
保全整備を体験。多くのボランティ
アが参加　３_広がるニホンジカに
よる食害。草木がなくなり、土壌の
流出につながる　４_夏の自然観察
会。生きものや石鎚山の伝承などの
解説を受けながら森を進む　５_ホ
シガラス。全身の白い斑点が特徴
６_５月上旬に咲くアケボノツツジ

１_日の出を待つ瞬間は全員がほぼ無言
になる　２_毎年７月１日～10日までは
お山開き大祭の期間。多くの人が訪れる １ ２

４
６ ５

１
３ ２

先人たちの息遣いが聞こえる まさに神います山
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　石鎚山系は、海から山までの距離が近く、１日でたっぷり
大自然を満喫できます。スポーツに特化したＥ-バイク（電
動アシスト付きスポーツバイク）だと、体力に自信がない方
でも気軽に体験可能です。おすすめのコースは、禎瑞地区の
龍神社から加茂川を上っていく東宮までのコース。徒歩より
行動範囲が広く自分のペースで走れるので、サギの群れに出
会うなど、見慣れた景色でもきっと新しい発見がありますよ。

● B-shop OCHI
　℡0897－55－2048
● 西条市観光交流センター
　℡0897－56－2605
● ソラヤマいしづち
　℡0897－47－6030
● WINDS BIKES
　℡0897－55－0410

B-shop OCHI

越智 健
け ん じ

二さん

右_黒瀬ダムからの眺めは絶景　左上_お店を拠点に実施するサン
デーライド。誰でも参加できる　左下_Ｅ-バイクは坂道も楽しい　

この夏、石鎚山系へ

サ
イ
ク
リ
ン
グ

　石鎚山系の良さの一つは、市内から近
いこと。登山はもちろん、サイクリング、
SUP、ドライブなど楽しみ方は人それぞ
れ。さあ、大自然に足を運んでみよう。

海も山も楽しめる！ 最高の環境
市内レンタサイクル情報
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　街から近くて、これだけきれ
いな水の遊び場がある場所は珍
しいです。夏でも水温が低く、
川の上は天然の空冷機。西条ア
ウトドアサービスでは、１グ
ループ制で、幼児から高齢者の
方まで参加できるメニューを用
意しています。今後もこの豊か
な自然を楽しむための知恵や安
全管理も伝えていきたいですね。

　生い茂る原生林や一面のササ原、ガ
レ場や鎖場など景観や難易度のバリ
エーションが豊富です。山頂まで登ら
なくても、季節や時間帯によって多様
な山々の表情に出会えます。

　石鎚山はよく整備さ
れて歩きやすかったで
す。すれ違う人たちが
声を掛けてくれたので、
気持ち良く登れました。
無事頂上に着いて神様
に会えたので、何かい
いことあるかな～

　近年市内でも水難事故が起きています。
年齢や体のサイズに合ったものを正しく
着用し、安全に楽しみましょう。

お山開き中の

石鎚山に登りました
！

西条アウトドアサービス
上田 公

きみひこ

彦さん

▶
東
宮
橋
付
近
が
ベ
ス
ト
ス
ポ
ッ
ト

　マ
ナ
ー
を
守
っ
て
安
全
に

▶
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山
頂
成
就
駅
か
ら
市
内

　方
面
。
成
就
社
ま
で
30
分
ほ
ど

八幡浜市から
来られた皆さん

予
約
は
▶

2 ～ 3ページの写真は
この山の山頂から撮影

B-shop OCHI

「満喫 石鎚とりっぷ」

石
鎚
山
系
の

観
光
情
報
が
満
載
！

● 色が付いているところは今回掲載した場所

S
U
P

登 

山

風のささやきを感じてみませんか

ライフジャケットは必ず着用を！

変化に富んだトレイルを味わえる

09 広報さいじょう　2024. ８
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